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広報 － おおず － ２０１０ ２月号

○

〜
申
告
書
の
提
出
は
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
・
郵
送
な
ど
で
お
早
め
に
〜

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
お
よ
び
受
付
は
、
２
月
16
日（
火
）
か
ら
、
贈
与
税
は
２
月
１
日（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
い
ず

れ
も
３
月
15
日（
月
）
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署 

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
な
お
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31
日（
水
）
ま
で
で
す
。
ま
た
、
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
）
は
、
大
洲
税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び
受
付
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
、 

正
し
く
、
お
早
め
に

★
青
色
申
告
で
節
税
を

　

青
色
申
告
を
す
る
人
に
は
、
所
得
の
計

算
な
ど
で
多
く
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
青

色
申
告
を
利
用
さ
れ
る
に
は
、
青
色
申
告

を
始
め
よ
う
と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま
で

に
、「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税
務

署
長
に
提
出
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
を
作
成

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
な
ど
を
簡
単
に
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
作
成
し
た
申
告
書
を
郵
送
な
ど

で
提
出
す
る

場
合
は
、
Ａ

４
の
用
紙
に

出
力
し
、
添

付
書
類
と
と

も
に
税
務
署

へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

★

は

じ

め

て
み
ま
せ
ん

か
？
振
替
納

税
！

　

申
告
所
得

税
や
個
人
事

業
者
の
消
費

税
は
、
金
融

機
関
や
税
務
署
の
窓
口
で
の
納
付
以
外
に
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
の
方
法
に
よ
り
納
付
が
で
き
る
振
替
納

税
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
振
替
納
税
は
、

納
付
の
た
め
に
お
金
を
持
ち
歩
く
こ
と
な

く
、
安
全
で
便
利
で
す
。

　

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
る
「
納
付
書
送
付
依
頼

書
・
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」（
注
）
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
税
務
署

ま
た
は
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
） 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ら

 

こ
ん
な
に
い
い
こ
と

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

告　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た

デ
ー
タ
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
ま
た
は
提

示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確

定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

③
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

　
平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
を
本
人
の
電

子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最

高
５
千
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
平
成
19
年
分
ま
た
は
平
成
20
年

分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
を
受
け
た
人

は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告

は
、
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３
週
間

程
度
に
短
縮
）

タックスアンサー
税に関するインターネ

ット上の税務相談室

よくあるご質問に対す

る回答を税金の種類ご

とに調べることができ

ます。

＜アドレス＞

http:/ /www.nta.go. jp/
taxanswer

税務署からのお知らせ
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平
成
22
年
４
月
請
求
（
５
月
納
入
）
分
か
ら

　
　
　
　

     

公
共
下
水
道
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
市
民
生
活
の

環
境
整
備
と
河
川
や
地
下
水
な

ど
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、

公
共
下
水
道
の
整
備
を
重
要
施

策
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
、
昭

和
63
年
度
か
ら
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　

　

平
成
７
年
に
は
肱
南
地
区
、

平
成
20
年
に
は
肱
北
地
区
が
一

部
供
用
を
開
始
し
、
今
後
は
、

肱
北
地
区
に
お
け
る
エ
リ
ア
拡

大
に
向
け
て
、
下
水
道
管
の
埋

設
工
事
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

『
使
用
料
収
入
に
よ
る
経
営
』
を

基
本
と
す
る
独
立
採
算
の
原
則

に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
姿
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
費
用
を

使
用
料
収
入
で
ま
か
な
お
う
と

す
れ
ば
使
用
料
が
著
し
く
高
額

と
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
多

大
な
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
市
で
は
、
下
水

道
の
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用

に
つ
い
て
、
ま
ず
下
水
道
使
用

者
か
ら
使
用
料
を
納
入
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
、
不
足
分
を
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
経
営
改
善
を
図
り
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

汚水の種類 料金区分 水　　量　　区　　分
料　金

現行 改定後

一般汚水

基本料金 ８立方メートルまで 700円 800円

超過料金

１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

８立方メートルを超え
20立方メートルまで 110円 135円

20立方メートルを超え
30立方メートルまで 125円 145円

30立方メートルを超え
50立方メートルまで 135円 155円

50立方メートルを超え
100立方メートルまで 150円 165円

100立方メートルを超え
1,000立方メートルまで 160円 175円

1,000立方メートルを
超えるもの 100円 100円

浴場汚水 　１立方メートルにつき 26円 27円

下水道使用料金表　《１か月につき：消費税抜き》

● 下水道使用料金表で算出した金額に、消費税相当額５％を加えたものが
下水道使用料金になります。

使用
水量

（㎥）
現　　行 改　定　後

使用
水量

（㎥）
現　　行 改　定　後

使用
水量

（㎥）
現　　行 改　定　後

～８ 735円 840円 24 2,646円 3,150円 40 4,851円 5,691円

９ 850円 981円 25 2,777円 3,302円 41 4,992円 5,853円

10 966円 1,123円 26 2,908円 3,454円 42 5,134円 6,016円

11 1,081円 1,265円 27 3,039円 3,606円 43 5,276円 6,179円

12 1,197円 1,407円 28 3,171円 3,759円 44 5,418円 6,342円

13 1,312円 1,548円 29 3,302円 3,911円 45 5,559円 6,504円

14 1,428円 1,690円 30 3,433円 4,063円 46 5,701円 6,667円

15 1,543円 1,832円 31 3,575円 4,226円 47 5,843円 6,830円

16 1,659円 1,974円 32 3,717円 4,389円 48 5,985円 6,993円

17 1,774円 2,115円 33 3,858円 4,551円 49 6,126円 7,155円

18 1,890円 2,257円 34 4,000円 4,714円 50 6,268円 7,318円

19 2,005円 2,399円 35 4,142円 4,877円 100 14,143円 15,981円

20 2,121円 2,541円 36 4,284円 5,040円 500 81,343円 89,481円

21 2,252円 2,693円 37 4,425円 5,202円 1000 165,343円 181,356円

22 2,383円 2,845円 38 4,567円 5,365円

23 2,514円 2,997円 39 4,709円 5,528円

下水道使用料金　早見表　《１か月につき：消費税込み》

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
下
水
道
課
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
２
５
１
）

公共下水道料金の改定



10

広報 － おおず － ２０１０ ２月号

○

山
中
　
良
子 

さ
ん

 

（
長
浜
地
区
）

　

長
き
に
わ
た
り
地
区

民
生
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

おめでとうございます

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

長浜高校 ２つの科学賞で入賞

第53回日本科学賞　全国入選３等受賞

　 「カクレクマノミとハタゴイソギンチャクの
分布状況と宿主認識のしくみ」

　入舩　誠さん、竹田舜介さん、亀田貴也さん
　

長
浜
高
校
の
研
究
が
２
つ
の
科
学

賞
の
全
国
大
会
で
各
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
今
回
の
研
究
は
、
自
然
科
学

部
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
と
Ｓ
Ｐ
Ｐ
（
サ

イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
活
用
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
小
中

高
校
な
ど
が
大
学
や
科
学
館
な
ど

と
、
連
携
し
て
行
う
学
習
活
動
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　

長
浜
高
校
で
は
、
愛
媛
大
学
理
学

部
と
連
携
し
て
、
電
子
顕
微
鏡
を
用

い
た
研
究
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
53
回
日
本
科
学
賞
（
読
売
新
聞

社
主
催
）
は
、
１
９
５
７
年
に
創
設

さ
れ
た
国
内
で
最
も
伝
統
と
権
威
の

あ
る
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
科

学
賞
で
す
。
今
回
も
１
万
を
超
え
る

出
品
数
の
中
、
昨
年
の
環
境
大
臣
賞

に
つ
づ
い
て
見
事
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
同
賞
に
出
品
さ
れ
た
カ
ク
レ

ク
マ
ノ
ミ
の
研
究
は
、
県
大
会
で
最

優
秀
賞
と
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
。

そ
の
後
、
東
京
で
行
わ
れ
た
中
央
審

査
に
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
、
見

事
入
選
３
等
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
第
７
回
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｃ

２
０
０
９
（
朝
日
新
聞
社
主
催
）
に

も
パ
プ
ア
キ
ン
イ
ロ
ク
ワ
ガ
タ
の
研
究

を
出
品
し
、
協
賛
社
賞
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
今
年
５
月
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
開
催
さ
れ
る
「
科
学

技
術
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
に

学
生
記
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
大
会

の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
そ
う
で
す
。

第７回ジャパン・サイエンス＆エンジニア
リング・チャレンジ（JSEC2009）
　JFEスチール賞受賞
　 「パプアキンイロクワガタはどのようにして

　宝石の輝きを生み出すのか」
　中見公謹さん、渡　圭佑さん、宮田　力さん

中
野
　
善
髙 

さ
ん

 

（
菅
田
地
区
）

　

長
き
に
わ
た
り
豊
か

な
識
見
と
指
導
力
を
も

っ
て
共
同
募
金
運
動
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

都
築
　
　
賢 

さ
ん

 

（
八
多
喜
地
区
）

　

長
き
に
わ
た
り
地
区

民
生
児
童
委
員
と
し
て

共
同
募
金
、
ふ
れ
あ
い

弁
当
、
年
末
慰
問
事
業

を
推
進
し
、
そ
の
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

おめでとうございます
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全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

 

大
洲
地
区
大
会

　

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を

図
る
た
め
、
松
山
地
方
法
務

局
大
洲
支
局
お
よ
び
大
洲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
応
募
点
数
７
９
４
点

中
、
市
内
か
ら
は
次
の
皆
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　

大
洲
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　

藤
本　

泰
斗
さ
ん

「 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
そ

の
報
道
よ
り
」

優
秀
賞

　

長
浜
中
学
校
２
年

　
　
　
　

河
野　

真
奈
さ
ん

「 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
」

　

平
野
中
学
校
３
年

　
　
　
　

西
尾　

維
乃
さ
ん

「 

私
の
一
歩
を
百
人
の
一
歩

に
」

奨
励
賞

　

長
浜
中
学
校
１
年

　
　
　
　

藤
岡　

美
智
さ
ん

「『
お
は
よ
う
』
の
一
言
」

愛
媛
県
小
学
生
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

 

大
洲
地
区
大
会

　

小
学
生
の
人
権
意
識
を
高

め
よ
う
と
、
松
山
地
方
法
務

局
大
洲
支
局
お
よ
び
大
洲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
の

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
応
募

総
数
４
３
６
点
中
、
次
の
皆

さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　

平
野
小
学
校
６
年

　
　
　
　

萬
奥　

香
菜
さ
ん

「
ま
ほ
う
の
言
葉
」

優
秀
賞

　

喜
多
灘
小
学
校
４
年

　
　
　
　

後
藤　

嘉
伸
さ
ん

「 

も
う
ぜ
っ
た
い
に
言
わ
な

い
」

　

正
山
小
学
校
６
年

　
　
　
　

今
宮　

里
緒
さ
ん

「
き
れ
い
な
心
」

　

長
浜
小
学
校
６
年

　
　
　
　

上
田　

克
人
さ
ん

「
友
達
の
あ
り
が
た
さ
」

　

こ
の
た
び
、
大
洲
農
業
高
校
農

業
ク
ラ
ブ
（
須
藤
孝
平
会
長
）
が
、

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
の
社

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
誠
実
に
責
任
を
果
た

し
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
個
人

や
団
体
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

特
に
青
少
年
の
部
で
は
、
将
来
の

社
会
を
担
う
若
者
に
健
全
な
精
神

を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
同
ク
ラ
ブ
が

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
、
五
郎
河

川
敷
で
の
季
節
の
花
々
の
植
栽
、

「
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
、
お

殿
様
公
園
の
花
壇
整
備
な
ど
、
地

域
と
密
着
し
た
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

代
表
し
て
賞
状
と
目
録
を
受
け

取
っ
た
、
山
中
優
副
会
長
は
「
こ

れ
を
機
会
に
ま
す
ま
す
地
域
に
貢

献
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

大洲農業高校農業クラブが社会ボランティア賞（青少年の部）を受賞
～財団法人ソロプチミスト日本財団～

第29回平成21年度

平野中学校　知事賞ほか７賞を受賞
～平成21年度　愛媛県統計グラフコンクール～

　

愛
媛
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

情
報
を
絵
や
図
表
で
表
現
す
る
大
会
で
、

数
学
的
な
表
現
と
美
術
的
な
表
現
が
必
要

と
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
平
野
中
学

校
で
は
、
３
年
生
が
全
校
生
徒
や
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
し
て
情
報
を

集
め
、
授
業
以
外
に
も
夏
休
み
な
ど
を
利

用
し
て
作
品
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
知
事
賞
を
は
じ
め
多
く
の
賞
を
受
賞

し
、
県
内
２
校
が
選
ば
れ
る
学
校
賞
も
受

賞
し
ま
し
た
。

（
※
入
賞
作
品
は
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

（
敬
称
略
）

知
事
賞
：「
見
直
そ
う
！　

食
生
活
」

武
田　

恵
利
花
・
谷
口　

舞
・
山
田　

夏
実

教
育
長
賞
：「
親
の
目　

子
の
目　

心
の
目
」

菊
池　

諭
・
楠
野　

桃
侍
・
二
宮　

虎
明

統
計
協
会
長
賞
：「
中
学
生
の
異
性
観
」

永
岡　

祐
希
・
西
尾　

維
乃

佳
　
作
：「HIRA

NO J.H.S sport New
s

」

浅
野　

裕
一
・
前
川　

哲
也

努
力
賞
：「
み
ん
な
の
！　

お
菓
子
生
活
」

菊
池　

恵
莉
香
・
佐
々
木　

い
く
み

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

教
育
長
賞
：「
突
撃
！　

中
学
生
の
休
日
」

中
野　

弘
瑛
・
渡
辺　

知
浩

▲賞状と目録を受けとる山中副会長

▲知事賞受賞作品

おめでとうございます
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